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論文内容の要旨
顎運動は多くの岨鴫筋の巧妙な協同作用により行なわれている。しかし各顎筋あるいは各顎筋群が
岨噌運動に際してそれぞれいかなる役割を果しているか、また各筋聞の有機的な相互協調がいかに行
なわれているかについての詳細は今日なお十分に明らかにされていない。
本論文は、家兎を用い、特定の岨鴫筋を切除することによって生ずる顎運動の変化・岐合圧の変化
ならぴに慢性動物について鴨下までの岨鴫回数・時間・リズム、さらに岨鴫能率の変化を測定した実
験結果にもとづき、阻H爵に際しての各岨鴫筋の生理的役割を論じたものである。
顎運動および、日交合圧に対する各岨鴫筋の機能分析のために、麻酔下にて家兎の頭部を固定し、大
脳皮質顎運動領を電気刺激(頻度50c/sec 、持続1.O'msec)し刺激により岨鴫様顎運動を誘発させた。顎
運動パターンの記録には、下顎切歯の中央部につけた 1 個の点光源の運動軌跡を家兎の前方と左側よ
り写真撮影した。また H交合圧は上下臼歯聞に挿入した日交合圧測定器および増幅器を介して記録した。
切除には閉口筋としては日交筋および側頭筋側頭部を、開口筋としては顎二腹筋を選んだ。
岨H爵動作・岨暢能率の実験には、岨H爵試料として 3 種の豆菓子(かたさの要素の分析のため)と、
2 個の大ききの異なる人参(大きさの要素の分析のため)を用いた。岨H爵筋の両側切除前後につき、
鴨下までの阻鴫回数・岨噌時間・岨鴫リズムを筋電図または観察により測定分析した。岨鴫能率の~ßIJ
定には、動物の食道にviny1 cannula を挿入し鴨下された試料を回収した。岨鴫筋切除前後における試.
料の粉砕度は節分法により求めた。
顎運動パターンは日交筋両側切除によっても殆んど影響を受けなかった。しかし岐合圧は日交節両側切
除により著しく減少し、術前の約27%に減少した。やわらかい試料を嚇下するまでの岨鴎動作には殆
んど変化が生じなかったが、かたい試料では嚇下までの岨鴫回数・阻瞬時聞が著しく延長・動揺し、
嚇下きれた試料の粉砕度も対照に比べて劣った。岨鴫リズムはH交筋切除によっても殆んど変化をうけ
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なかった。吸筋両側切除によって延長した岨噌回数・時間は日と共に回復し約11 日で術前とほぼ同じ
値になり、また粉砕度も回復した。
両側の側頭筋側頭部の切除によっては、顎運動パターン・日交合圧・岨噌動作・粉砕度のいずれにも
特記すべき変化を認めなかった。
顎二腹筋の切除により岐合圧には殆んど変化が生じなかったが、顎運動ノfターンに大きを変化がみ
られた。両側切除により下顎の開閉運動範囲が約37%縮小し、複雑な運動パターンを示すようになり
同時に開口位で、の下顎の前方への突き出しがみられた。大きな試料に対しては鴨下までの岨鴫回数・
阻鴫時聞の著しい延長・動揺がみられ、 2 ヶ月後も延長が続いた。吹合圧・岨鴫リズム・粉砕度は殆
んど変イじしなかった。
以上の実験結果から、日交筋は顎運動パターンそのものよりもむしろ咳合圧・岨鴫圧の力源として食
物の粋砕に特に重要な役割をしていることが明らかになった。日交筋両側切除によってかたい食物に対
する阻鴨回数が延長したのもこのょっな吸合圧の減少を補なつために生理的に調整するためであると
推察できる。
また側頭筋側頭部は家兎では食物桝宇そのものにはあまり重要な役割を果していないことが推察で
きる。
次に顎二腹筋は家兎においても強力な開口筋であることが確認できた。切除により顎の開口運動が
著明に制約され、これに併なって岨鴫機能が低下することは、大きな試料に対する岨鴫回数の延長か
ら理解できる。
きらに、岨鴫リズムそのものは、 岐筋のみ、側頭筋側頭部のみ、あるいは顎二腹筋のみの切除によ
っては大きな影響を受けなかった。
以上本論文では、従来不明確で、あった一部岨鴫筋の機能を、動物実験を通し研究した結果を論述し
た。
論文の審査結果の要旨
本論文は、ウサギを用い、各岨H爵筋を切除することによって生ずる顎運動の変化、日交合圧の変化、な
らびに一定試料を岨唱し鴨下するまでの岨嶋田数・岨鴫時間・岨鴫リズム、さらに食道痩より回収し
た鴨下試料の粋砕度の変化などを測定した実験結果にもとづき、日交筋・顎二腹筋・側頭筋側頭部の岨
鴫に際しての生理的役割を明らかにしたものである。
この点、従来臆測の域を出なかった前記各筋の役割に、明確な生理学的根拠を与えたものであって、
歯科学上極めて価値ある業績と認める。よって本論文は歯学博士の学位に十分価値するものと認める。
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